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わ
が
围
經
濟
舟
肆
め
避
、が
、

tT
t

久
的
に
はI

人
口
間
題
の
解
決
如 

柯
に
懸
る
こ
と
は
周
知
の
'如
く
で
あ
る
。
他
掘
又
、
.
日
本
經
濟W
痤
の
本• 

來

的n

丨

ス
ほ
、
ア
，ジ
ア
經
濟
復
興
の

一

環
ど
し
て
求
め
ら
れ
る
べ
.き
％ 
, 

あ
り
、
そ
れ
は'さ
ら
に
此5
^
湾
得
建
の
‘
コ
ー
ス
に
連
る
も
の
で
な
く
て
ノ 

は
な
ら
な
い
。

，

'
、

• 

, 

_

、 

/
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间
樣
に
、0
本
の
人|:
1

問
題
は
、
ア
ジ
ア
她
域
全
膛
の
，過
剰
人
n

問
題
，
 

.の
ー
懿
と
し
て
取
上
げ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、

-
ひ

い

て

は

批
-^
人
们
間
題
の
ィ 

解
決
の
，方
昀
に
お
い
て
捉
へ

'ら
れ
る
こ
と
が
菌
ま
し
い
？
惟
ふ
に
本
間
廢

. 

の
鮮
決
わ
れ
わ
れ
の
究
極
の
念
願
た
る
狀
界
平
和
の
確
立
に
通
ず
る 

も
の
に
外
曾
な
い
か
ら
で
あ
る
o 

clr
i

:

o

l 

.

, 

c

,f
:
,

)

先
^

水

、

ノ
ー
ト
シ’
ュ
タ
ィ
ン
博
士
、
タ
ム
ソ
ン
捋
士
及
把
ゥ

A

< -

ル
プ
K

ン
M

士
^-

々
、

ア
メ
リ
カ
の
銶
々
た
る
人
；

3

彤
表
の
來
如
舍 

.
>見
:'
:
>
'
:
日
^ -
.を
中
、^
/€
'ア
.
^ア
见
域
の
，人.ロ
4'

が
'の
誠̂

ヵ
.'巡
^
、ヒ
れ
つ.
 

,

つ’
あ
る
こ
ど
も\>
上
の
琪̂

ぶ
^

^
き
す
£

の
で
あ
心
ぅo 

-,
f
わ
が
1

ド
の
過
刹
人
け
對
策
に
關
丸
る
限
リ
、
前
記
タ
ム
シ
ン

㈣
 

土
談
と
し
て
新
問
の
#1
ず
る
㈣

，に
ょ
れ
ば
、
結
論
は
稍
1

消
摊
的
で
あ 

y

、
版
沏
的
効
泶
の
點
ょ
リ
.

S

ふ
な
らI
、
わ
れ
わ
れ
に'と
っ
て
は
寧- 

‘；

ろ
悲
觀
的
で
あ
る
0 (

訪
ニ〕

‘ 

.

-

、

.

(

訧
二〕

I

同
博
土
は
、9
本
の
人
，ロ
刖
題
解
決
は
奸
娠
調
怖
以
外
に 

逸
也
し
と
し’で
、
次
の
如
き
意
見
を
發
表
し
た
。

 

'

2

〕

出
本
の
人
ぬ
咐
加
は
經
濟
A

立
針
迸
’
の
遂
行
を
脅
か
し
て
ゐ
る 

■-
,妁
、
日
木
人
の
海
外
移
民
は

人
：：！

卯
題
解
決
の
锉
に
は
な
ら
な
い
。
少 

く
と
も
今
後
十
年
は
跤
治
的
に
見
て
も
货
際
卯
題
と
し
て
も
移
坆
の
料 

.行
は
不
T.
r

能
で
あ
る
。
• 

, 

\

•
C
1
D

 

f

/'
キ
T1

邳
十
辕
人
の
割
で
唞
加
し
っ
、
息
る
行
木
人
を
茭
っ
て

^
: 

.

く
こ
と
は
少
庳
の
佾
强
、
货
易
の
促
逆
だ
け
で
は
阴
難
で
あ
る
。

.
0

0

し
た
が
っ
て
眞
の
解
決
は
妊
娠
調
節
以
外
広
は
な
く
、
丈
で
に

P
 

.

本
が
死
亡
枣e
»J
l

ド
げ
K
成
功
し
た
や
ぅ
に
、
今
後
は
il
l

所
卑
を
引Y
 

'

げ
る
ぼ
か
は
な
い0 

’ 

.

(

四
J

し
か
し
こ
の
問
翅
は
あ
く
ま
で
け
本
人

， 1
!

身
がS

生
的
に
採U
上 

，
、
げ

る

ベ
き
！
：

題
で/\
‘
總
■

令
'部
が
n

木
政
府
に
や
ら
せ
る
刖
題
で
は
な 

, 

'
ぃ
。

(

朝
日
新
聞
昭
和
廿3:雄
三
月
十/\
:
1
:称
ズ
傍
、點
淮
き 

c
li

考〕

份
4

ツ
ポ
ン
タ
イ
み
ス
、

H

月
十
七2
!跷
に
.も
；1
:趣
3
;
1の
梢
1

蓋
し
、

ー
般
に
過
挪
人
&

策
と
し
て
擧
げ
ら
れ
を
所
は
3
エ
菜
化
、

S

移
：

T

fe
)
浇

風

歡
Q
I 一
 Ti

渚
に
槪
'括
せ
れ
ら
る

『

連
令
國
F1
理
下
に
あ.
：
 

:■
■:る
«.
本
：に.と
令
て0

1者

、が
多
分
に
他
律
的
.で
あ
る
以
上
、
わ
‘♦
阈
民
が 

点
主
的
に'採
冲
し
ぅ
る
方
策
，は
第
三
の
も
の
に
虛
き
る
。
■わ
れ
わ
れ
と
し 

て
も
そ
^
1
:鄉
は
充
分
は
敵
識
す
る
所
で
あ
り
、
强
ヵ
な
派
褒
對
策
の
推

Y ; 

進
を
筘
來
し
て
や
ま
な
い
。
だ
が
間
跟
は
そ
の
規
浪
拥
効
果
は

"
少
く
と 

も
十
-五
部
-—

j

一
十
年
の
將
來
に
趟
す
る
も
の
で
あ
り
、
翁
常
つ
て
は
旣 

,
'に
||
\
生
せ
る
考
の
過_——

し
た
'が
や
-て
，
ョ
，
リ

货

接

，
的

に 

枳
に
お
い
て
の
過̂|
人
11
を
い
か
に
處§
13
る
か
に
あ
る
。
こ
の
^
に
つ 

い
q
は
"
粜
ょ
り
さ
ら
に
社
曾
的
.
*經
濟
的
諸
條
作
の
檢
討
が
行
は
^

^
パ

:
ば
な
ら
な
い:0
-
. 

. 

■

、

-
: 

, 

.
し
か
し
舛
で
は
念
し
く
颇
棚
を
职
く
採
り
、
前
述
の
如
く
、

H

本
の人

-
;

ぃ
問
敗
も
ァ
ジ
ァ
全
地
域
の
そ
れ
と
の
關
聯
に
お
い
て
考
察
す
ベ
き
と
す 

る
か
ら
は
、
わ
れ
ね
れ
毙
づ
こ
の
地
域
の人

：！

の

就

屮

移

錯
 

'
.象
の
本
輝
と
規
狀
を
知
ら
れ
-ば
な
ち.な
い
.
o牝
妮
の
過_
A

W
地
W

と

し

，

:

著

な

本

地

域

が>
ー
そ
の
人
口
移
動
の
-

^
、
戰
平
ぶ
迎
厶
て
如
侦
な

:

パ 

る
影
^

を
^

り
、
と
の
點
か
ら
す
る
將
來
の
见
透
し

<は
如
か
。
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f

”」

の
i

に
1?
へ
る
好
财
料
を
提
供
寸
る
の
が
、
救
に
紹
介
せ
ん 

.
と
す
.る
ラ
ス
力.
.
-の
.
r

_き
つ
、I

ブ
ジ
ァJ

で
あ
る
、

そ

の

原

の

' 

「

本
]1
:
1太
ー
の
瘙
炎
％̂
る
と
典
に
；1'っ
の
豫̂

で

ぁ

る

」

と

の

裏

の

，
一

xf
l

，
、
、'/
ジ
ア
地
城
の
移
作
規
象
の
膝
史
的
^
^
、
戰

l^
-
-
r
-の

妗

ひ
. 

に
將
來
へCO
M

^
に
っ
い̂

、
本
省
は
饱1
2手
资
な
訪
は 

で
あ
る
？
'
,
と

り

わ

け

禀

息

の

谨

は

極

め

て

'
®
心
的
な
も
の
が
あ 

り
、
六
位
に
上
な
人

§
1

の
微
妙
な
神
編
成
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を

?

り
'

,

ん
と
す
る
人
間
エ
學

C

目
が
卩
：§
2
.日
沿̂
.
㈡
oq
>

の
代
?]
1
-を
取
敗,
ん
. 

と
す
る0 

，
 

、
 

. . I 

.

i

kも
：！
：

ら
i %
、
v>

ま
！

S
《

介
の
紹
介
に
先
立.っ
'て
^

後
憾
と
も
い
ふ
、へ
'き
：
1

も
の
を
結i

に
示
す
な
ら
ば.
*霞

と

し

て
it

餘

り

紹

撬

な

兑

解

に-' 

'觸
れ
る
こ
と
が
出
來
な
，い
。
こ

'の
^
は
一
に
ぬ
本
省
が

一

九
四
;*

部

に
-:
|
し 

’

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戰
後
の
勁
向
へ
の

■

が

親
5

っ
た
と
思 

t

し
•.る
こ
と•と
、
ニ
に
は
、
何
よ
り
も
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
人
口 

,
の
，复
雜
在
に
枭;<
,も
の
と
い
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
過
去
の

•膝
^

的
：

E
-

 

過
及
价
戰
時
屮
の■
勢
に
-

0

い

て

の

霞
、
' 

U

に
個
々
の
國
，々

に
っ
い 

,

て
の
敝
來
の
殘
測
等
に
っ
い
て
は
、
木
地
域
の
と
の
稀
_

に
っ
い
て
の 

經
り
，
M

き
#

物
が
屮
'々見
常
ら
ぬ
際
に
、
譜
溝
を
婢
益
す
る
所

^

と
V

っ 

.
て
^

か
ら
ぅ
。
本
设
を)1
1
1

す̂
^'
こ|
と
に
よ
つ
て
、

の
結
^

の
评
極 

生
に
不
阐
を
感
ず
石
よ
り
も
、
か
\

る

鏡I

を
不
可
避
‘と

す

る

木

の 

极
雜
蚀
、.
_
決
上
の
諸
難
孰
にf

至
ず
方
が
穏
常
で
，あ
ら
I
'
,

識
溝
砂
侦
胜
の
か
め
に
、
内
界
を
M

W
に
從
'
て
列
記
す
れ
ば
、
左
記 

の
如
く
で
あ
る
。C
UI
1
5
f 

, 

■

,

s

o
rr
:

文(

六 
S
 
木
^

、
附
热、

:

部
、
、 

-
'

 

•土
也
と
人-rr
o-
第一

謂
人
I-

J

移
a

(

移
1)
;)

の
免
流o

尜
二
资
移̂
:
P
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.
の
财Z

と
陈
傅(

中
_
、
.淡
前
ア
ジ
ブ
、
脈
迫
と
轉
位

)
"

,

S

1
邛

：
戰I
と
^

^
移
代
。
rr
-
--F
r

'
<f
s

H
寧
'讲
出
ア
ジ
ア
。
笫
四
，
 

為
屮
！
：
0

第
^

京
紙
來
ソ
瑪
と
，
H

木
？

た

' .
(,
ノ
,

;

,
欺V

i

部
'

國

既

的

移

让

。
，
，，

,

靑
。
添n

パ
辕
西
部
A

び
南
命
か
’
^0-~移

.： 

.
‘
出
^

cni

坨
人
、'
ア
ラ
ビ
r

人
、
ジ
ャ
ソ
人
、
卬
坭
支
|

人
、
比
^
:
对 

-
A :
s

务
七
眾
啦
骷
か
ビ̂
移
出
民
。

策
八
京
扉
北
I
-が
朝
饨
か
，ら
，の 

« 

f

 

，̂の-
移
出
ぱ
ノ-
纸
十
费
歐
肌
，か
ら
の
移
，人 

戊
,̂

し
,

‘
.

,

りK 

^

ハ戰
伐の
ぬ货
し。
浴
十

^

パ
ボ
阔
に̂

け
る
戰
從
’
见
筠 

‘

し
。
筇
十3
:

^
本
/?
卞
け
る
戰
從
の
觅
竣
し
9

笫

-7
1'
三
京
韧
鲊
に
お 

,

け
る
戰
後
の
苋
透
し
。
熔
十
四
帘
汆
兩

/

ジ
ア
に
故
け
-る
戰
後
の
见
迻

7 

し
0

'

 

' 

* 

I

! 

t
 

ノ
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- 

• 

/ 
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'
邠
六
部
.ノ
ア
ジ' T
地
域
外
人
の
後/l
i

w
。
笫
十
苏
ヰ
夂1
し
と
政
策 

\(
Q

f

A戴
倒
^
の
.役
，

來̂

の
！i 
政
，欺
。-
i
m洲 

QJ/
x
n
o

: 

そ
Q
fl
l
iの
受
入
孙
饰M

s
笫
十
六
ポ1

時
的
妆
濟
激Q
M
Bの
機
#.
。

'

规
期
の
|

资
°,
_

際
的
行
和)

I 

I

 

■ン

,

~ 

,

笫i

ハ
邡
、
紡

il。
I

般
的
轱
§

資
沲
と
^

_性
0
-救
潞
と
人
"
政 

,

货
0'
协
淑
的
許31
?
の
泌
驳?0_ 

ぐ

-
 

,
附
^

*ア
ジ
ア
地
战
外
へ
の
卬
度
人
佟
民
0 

,

,

,

.
Jv
f

次
！

z

ょ
つ
て
荥
さ
れ
る
如
く
？
§

は
人
门
と
土
地
と
の
關
潘 

の
麗
か
ら
問
題
を
取
り
上
げ
、
，

±
之
し
て
ア
ジ
ア
®
域
内
部
の
淡
作
現 

象
の
齊
態
分
析
に
筑
餓
を
遛
べ
0
- 

, 

•

T:1 

:

丨
 

<
• 

,

令
！： I

を
通
じ
で̂
襄

の

議

す

る

所

は

、
移
鏡
象
の
動
因
と
し
て
の 

，經
済 

(
e
c

s :o
m
i
c

 

o
p
p
o
r
t
a
n
】

^'〕

の
m

位
怦
で
ぁ
り
，
乂

列: ̂

敝
故
め
た
め‘の
_

隙
的
^R

-
^—

協
麗
的
許
喪

(
c
o
n
c
e
r
t
,

a

p
i
a
n
n
i
n
g
v

J
R5
L
立
へ
の
提
唱
で
あ
る6 

、

•い

, 
'，前

济

に

っ

い

，
て

は

.”
恐
ら
く
何
人
も
與
論
は
な
い
で
あ
ら

4

。-寒
！T

 

ヤ
ジ
アm
'域
に
ホ
け
多
落
去
の
人
口
移
動

.は
、

に
はB
r:
!
;
然

的

條

の
腿
沿
に
よ
っ
て̂

を̂
^け

..

る 

こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
そ
み
場

<
Mに
も
、
、移
伐
は
扼
濟
的
妹
^
の
：淡 

因
に
よ
っ̂

ョ
U'
弾
く
.吸
引
さ
れ
だ
と
觅
ズ
螫
§

い

0'
し
が
4
玆
で
虫 

，
た

る

關

心

b

扑

象

と

，
な

る

.の
，は
、
緊

翁

に

化

し

つ

人

あ
/̂
社

^

情

梦
 

“に
お
い
て
ゆ
諸
要
闪
と
し
て
の
^
近
の
出
來
都
と
規̂
の
狀
勝
で
あ
る0 

か
く
:̂
戰
银
杈
直
接
間
％
の
影
響
を
免
め
て

V 
‘人
ロ
間
翅
の
見
地
か
ら 

%■
ア
ジ
ア
は
動
搖
め
過
棵
に
あ
，る
と
見
ら
k

l
,°
$

に
よ
る
，荒
跨 

と
缺
泛
は
そ
，の
设
た
る
も
の
ぢ
あ
る
が
、
他
方
、
西
洋
文
明
と
の
狻
觸

I
 

1
掛
術
、
»
皆

に

關

す

袭

識

|の
漭
入
に
^
ズ-て
、’忡
2
|
#位
の
-ー
A
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fと
し
て
のi

は
、
' 

'
深
f

影
響
を
及
ぼ
し
，た
と
解
さ
れ
，る

0

こ
の
點
め
饰
解
に
っ
叭
で
は
。
先
づ
從
來
の

^

^
に
お
け
る
ア
ジ
ア
地
、
 

fe
r
の
移
：£規
象
の!#
史
^
#
!
^
^
明
か
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
9
そ
し 

て
こ
の
部
分
匕
っ
い
て
‘‘の
か
析
が

>:

本
#'
は
お
い
¥

も
優
れ
た
節
所
と 

い
へ
る
权
で
あ
る'か
、
か
、̂

歷
史
I

過
に
っ
い
て
み
押̂
を
茁
礎
， 

d
y
今
^
ゆ
按
住
は
、
國

i
S
g

關
心
よ
、̂'
%
國
^

な̂
见
地
，か
も
、
し
た 

が
っ
て
怜
辣
の̂

#
的
成
は
戰
略̂

的̂
に
站
く-4
の
、よ
り.、
織

の

•个

■
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a
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s
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w
—
i
f

と
進
炎
の
た
め
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对
る
ベ
含
と
い
ふ
の
が
著
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の
鄉
* w
の
地
招
ぞ
も
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も
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、
：
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齊
寧
H
母
、
本
^
;に
お
い
て
ア
ジ
ア
の
凡
ゆ
る
八
ロ
問
题
解
決
め4

、

體 

的
な
プ
P
グ
ラ
4
の
谌
出
を
裔
と
し
て
は
い
"な
1>
,0
ゼ
が
.丰た

る
：！：

的 

は
や
は
カ̂

去
や
^
花
よ
り
ア
散
來
の
間
避
ビ
係
る
の
で

4
り
、
•
し
か
も 

说
在
は
、
;̂
れ
ら
の
間I
を
檢
討
す
べ
き
格
好
の
唐

V

あ
る
と
の
認
識

，は
、
IHに̂

:::

し
ぅ
る
も
の
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：
：
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贏
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か
ら
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章
は
、
先
づ
中P1
を
^

て
、
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趣
拊
よ
り!}
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洋
へ
、
又

孤
！： #

よ
^

滿
洲
ヘ
の
移
住
がV
他
の
い
か
な
る
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山
欠
り
も
、
敗
木
的
に
は
炎
本
の
新
し
い
役
下
と
集
中
を
尨
盤
と
す
る
，

f

尸 

^

^

0
の
誘~
0|
に
囚
6
こ
と
を
明
ら
か
に
し
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般
r-
ア
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域
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け
^
^
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象
は
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心
^

^
動

-0
:
:
.り
;̂
.求
心
的
運
敷
を
以.て
.そ
め
.特
>
.
; 

徴
と
裔
做
す
？
か

く

て

笾

系

は

、
中
關
及
び
览
帘
ア
ジ
ア
の
諸
地
^
に

つ
い
'て
、
こ
の
間
の̂

^

移
泐
钝
の
原
闪
と
そ
§

止
的
职
囚
'の
兑
地

か
ら
叙
述
す
る0 
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、

'
*
*

,
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篇
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と
國
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鬆
の.間
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九
三
〇
年
代
に
お
け
、る
別
際

, 

的
栘
伐
の
阱
辨
が,
國
內
移
住
の
桫
大̂

い̂

た

亊

ぼ

を

指

摘

^

-

と
く 

に
肿
界
議
择
の
陳
霧
勢
が
^
木
の
南
方
！

、
ひV

I
は
戰
银
を
誘 

致

す

る

に

い

，
た
，
つ
た

^

|
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げX

ミ

こ
-\
に
猶
則
に
お
け‘る
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人
ロ
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め
阈
內
故
祁
の
翻
菩
ゲ
觸
向
と
し
て
、
欠
都

^

小̂
化
吆
都
市
化
が
兜
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ら
れ
、
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抓
が
戰
略
的
に
、
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濃

地
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保

め

た
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中

國
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士
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逛
れ
の
倥
出
を
惹
起
し
た
と
見
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中
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統
計
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め
ち
九
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構
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^

^
び

闫

^

"

别

揚

潘
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け
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濟
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れ
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で
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菜
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。
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史
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叉
數
も
货
較
的
少
な
か
つ
た
;0

そ 

‘
の

即

需
';
1
:り
の
南
棄
僑
の
淮01
は
丄
つ-
の
特
M

な
例
と
し
て
指
_
さ 

れ
、

t

九
四
0

年
ゆ
吧
咏
に
ょ
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か
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前
ょ
り
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に
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つ
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ア
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に
お
け
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ョ
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的
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揚
に
も
拘
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榮
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の
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に
應
じ
て
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の
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的
援
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が
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れ
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ゐ
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史
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す
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な

い
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か
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と
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亡
率
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ら
れ
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、
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の
円
然
得
加
は
却
つ
て
擀
大
し

 

> 人
q

m力
の
緩
和
す
る
見
込
は
失
は
れ 

て
し
ま
ふ
％
れ
が
多
い
。
か
く
て
#
生
迤
枣
に
お
け
る
徴
落
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濟
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い
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织
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せ
ざ
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ぇ
な
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と
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他
一
の'劾
衆
的
な
方
法
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ロ
の
作
農
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に
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め；
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る
べ
き
で'あ
り
、
か
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る
觀
鄹
か
ら
、
，農
榮
改
苹
の
ブ
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ダ
ラ
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推
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中
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M

人
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を
安
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せ
し
め
る
か
否
か
に
懸
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、こ
の
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味
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お
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て
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ょ
る̂

築
改
來
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と
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効
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あ
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木
に
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；
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せ
ら
れ 

る
0
似
し
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に
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九
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九
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滅
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尚
に
あ
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ム
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士
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、
又
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1
さ
れ
る
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ナ
}
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^
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4明
ら
か
に
認
め
る
所
で
.あ
る
0
し
か
し
ど
の
謂
は̂
樂
题
的
見
解
に
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て
^

fl
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w
f̂
も
^
强
く
、
出̂

率
の
減
^

2も
^
ら
げ
规
在
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^
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成
と
性
別
構
敗
夂0
兑
て
醫
的
附
大
を
不
可
避
と
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'
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大
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捌
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與
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を
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合
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に
お
け
る̂
吣
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へ
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へ
る
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Vれ
に
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な
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決
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與
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な
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商
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は
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H

本
の
被
略
的
な
阔
家
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の
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め
に1-
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人
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策
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^
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1
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^
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あ
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と
じ
て
危
供
さ
れ
る
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面
、
他
方
、
日
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過
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ロ
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農
村
めfそ
れ
で
あ
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疋
し
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認
識
か
ら
、
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市
へ
の

集
中
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^
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の
都
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が
、
鹿
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i
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つ
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の
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现 
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し
捋
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，め
る
。
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他
剡
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に
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い
て
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叫
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が
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れ
、
又
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ァ
ジ
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の
諸
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域
に
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ぃ
て
は
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口
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力
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傾
向
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グ
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、

比
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度
支
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の
1
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の
奶
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谈
想
さ

る
o
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こ
れ
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ア
諸
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域
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通̂
し
て
、
タ
、<义
ソ
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士
の
所
！
1
人
|-
!
泔 

，
加

の

近

代

的

佚

則

.̂
甚
づ
く
l

i母c

靜
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的
民
族
群
、

r

膨
眼
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群
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前
で
榮
化」
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族
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^

Bに
照
合
す
る
時、
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'
木
は
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'，の
グ
ル
ふ
に
入
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が
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の
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地
域
は
い
づ
れ
も
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辟
に
嵐
す
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。
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叫
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介
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i
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ゥ
笫
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四
卷
參
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'し
た
が
つ
て
日
沭
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
出
產
枣
の

%

退
傾
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と
脱
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'合
せ
て
、
死
亡
率
の
コ
ン
ト
ロ

^
-ル
か
ら
出
產
率

Q

コ
ン
ト
、
ロ
ー

《

へ
の

‘進
展
に
關
し
、
多
沙
の
薄
が
持
ち
ぅ
る
に
反
し
、

&

他
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望
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國
ノ
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は
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所

謂

多

逆

多

^

の
國
と
し
て

「

八/
後
、の
政
治
的
、
經
濟
的
、
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し
'^
的

狀

態

の

改

善

が

^
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い

死

亡

率

の
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產

來
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^
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こ
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/
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!
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ロ
問
屈
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關
し
、
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外

M
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し
て
充
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な
捌
n

を

與

、
へ

な

い
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の

判

记

を

下

I

す
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し
旣
往
の
チ
^
-プ
•
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^
-パ
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に
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^
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に
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え
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^

A

し
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ら
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と
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濟
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^
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.
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A

必
馳
に
關
聯
し
、
^

民

法

璧

の
^

^
も
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と
く
に
裒
體
的
な
來
例
と
し
て
獄
洲
及
び
そ
の
他
の
受
人

W

I

が
檢
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さ
れ
る
0

例
へ

ば
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で
は
依
然
と
し
て
ァ
ジ
广
人
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す
^
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と
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が
根
賊
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か
、
今
や
そ
れ
に
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方
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濟
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が
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と
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れ
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洋5
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の
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i
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ハ
新
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湖
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簡
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狀
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タ
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け
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人

與
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麗
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瓦
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察
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计
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；
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。
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伐
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妗
さ
ら
に
ョ
リ
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の
經
i

或
は
政
治
的
刹
益
の
'た
め
^

移
伐
、 

。
し
か
もI

、
こ
の
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に
ぶ
け
る
移
伐
は
^
被
換
姻
に
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各
侧
必
人 

,

，ロ
政
浓
の
则
的
、
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接
的
に
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資
源
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技
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